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1.緒 言

初等教育小学校6年 生の家庭科 で しみ抜 きが教材 とし
　ラ

て取 り上 げられている。そこで本学初等教育課程 の学生

に対 し,し み抜 きに関する調査 を行 った。質問内容 およ

び結 果 を第1図 に示す。 しみ抜 きを家庭科で取 り扱 って

い るにもかかわ らず,実 際 に授業 を受 けた記憶 のある学

生は50%に も満 たない。 しか し実験 を行 った学生の大部

分 の者 は大へ ん興味深 かった と答 えている。 このことは

家庭科教育における実験の必要性 を示唆 してい る。

第1図 しみ抜 きの授業 についての調査

質 問 内 容 調査結果,Yes

1攤 辮 抜きの授業があ

2そ の時実験をしましたか。

癖 礬 の実験は面白か・た
し ょう油の しみ抜 きを しまし4
た か。
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調査年月日1978年7月3,4日

調 査 対 象:文 教大学教育学部2年 数学 ・社会専修学生

343名(男87名 、女256名)

教 科書 には"し みは時間 の経過 につれ除去 しに くくな
ユラ

るので早 めに処理 するよう"記 載 されている。 しみの付
　　 ヨラ　　　　

着 および残留に対 する微生物の発 生や虫害に対す る影響

等の報告 は行 われている。 しか し,し み抜 きの評価 が一

般的 には視覚的であるにもかかわらず,こ のよ うな視点

からの報告 を見出す ことは困難 である。加えるにしみの

種類 は きわめて多い。このような点が教材 と しての選択

を困難 に していると考 えられる。 そこで小学校で取扱 う

木綿 衣服 に,日 常生活 において付着 しやすい しょう油の

しみが付着 した場合 のエージング と除去効果 の関係 につ

いて実験 を行い,教 材作成上の基礎資料 を得 たので報 告

す る。

2.実 験 方 法

2.1し み試 験 布 の作 成 とエ ー ジ ング方 法

試 験 布 は 日本 油化 学 協 会標 準 人 工 汚染 布 用 綿布(鐘 錺

金 巾2023,反 射 率;85.1%(530nm),蛍 光 増 白 ・樹 脂 加

工 は行 って い な い)を9×9㎝ に切 断 し,105～110℃ で

5時 間 乾燥 して用 い た。

し み に は キ ッコ ー マ ン 濃 口 し ょ う油(ボ ー メ比 重;

22.8%,食 塩;18.0%,総 窒 素;1.3%,糖 分;2.5% ,

ア ル コー ル;1.0%,日 本 し ょ う油研 究 所 分 析)を 用 い た。

しみ の付 着 方 法 は試験 布 を四 方 か ら水 平 に張 り,中 央 に

し ょう油 を1滴(約0.03π4)滴 下 した。 しみ付 着 は1977

年11月15日 ～12月5日 に行 った 。

しみ付 着 試験 布 の エ ー ジング は直 射 日光 の 当 た らぬ部

屋(室 温;13～22℃,湿 度;61～78%)に 吊 して行 った。

エ ー ジ ング期 間 は1977年11月15日 ～1978年1月18日 で あ

る。

2.2し み の除 去方 法

家庭 での しみ抜 き方 法 と して タ ンポ ンに よ る叩 き出 し
6)

が一般的であるが,除 去機構 か ら推定すれば洗浄の一種

である。そ こで しみ除去効果の条件 を明 らかにす るため

次 の4種 の方法で実験 を行った。

(1)水 中に浸漬静置す る。

(2)水 中で振 とうす る。

(3)洗 剤液中 に浸漬静置す る。

(4)洗 剤液中で振 とうする。

浸漬静置の方法 は100m.Qの 水 に試料1枚 を用 い,振 と

..



う方法 は250m.Q広口 びん に洗剤液100m,Qと 試験布1枚 を

入れ処理 した。処理時間はいず れも15分間 とし,使 用水

はすべて蒸留水 を用いた。洗剤溶液 は日本工業規格(K

3371-1976)の 指標洗剤 に準拠 したもの(第1表)を,

濃度0.14%で 用 いた。振 と うには イ ワキ シェ ーカーV-

S型(振 とう数;210～220回/分,振 巾;40mm,ヨ コ振

とう)を 使用 した。

処 理後,水 道水(約14℃)で3回 すす ぎ,軽 く手で握

る程度に絞 り室内で自然乾燥する。 アイロ ン処理 は行 わ

ない。実験 の繰 り返 しは一試料 につ きいずれも3回 行 っ

た。

第1表 合成洗剤の配合比

配 合 剤 入 手 先 配 合 比

ラ ウ リ ル 硫 酸 ナ ト リ ウ ム

無 水 トリポ リリン酸 ナ トリウム

メ タ ケ イ 酸 ナ ト リ ウ ム

炭 酸 ナ ト リ ウ ム

セ ロ ゲ ソPR

硫 酸 ナ ト リ ウ ム

和光 純薬工業KK

和光純薬工業KK

和光純薬工業KK

1級 試 薬

第一工業製薬KK

1級 試 薬

25部

14

8

3

1

49

合 計 100部

2.3し みの濃 さおよび しみ抜 き効果の測定方法

しみの濃 さは平沼反射率計SPR-3型 にグリー ンフ

ィル ター(530nm)を 使用 し反射率で示 した。測定は原

白布2枚 を重 ねた上 に しみ付着試験布1枚 を重 ね3回 測

定 し,そ の平均値 か ら求 めた。

しみ抜 き効 果は原白布 と処理布 の反射率の差,す なわ

ちしみの残留率 で評価 した。

しみの残留率D%ニRo-Rw

Ro;原 白布 の反射率(85.1%)

Rw;し み抜 き処理後の反射率

3.実 験 結 果

3.1し み濃度 のエージングによる変化

しょう油 のしみのエー ジングによる反射率の変化 を第

2図 に示 した。

しょう油の しみの反射率 は付着後30分 で47.5%,1時

間後4&5%,3時 間後49.5%と 次第 に上昇 する。 それ以

降 は56日間のエージ ングを行っても反射率 は49.5%で あ

る。 このことは綿布 に しょう油 の しみ を付着 させ乾燥す

るまで に約3時 間要 すること,ま たエー ジングにより綿

布 と何 らかの化学 反応 が生 じて もこの程度 のエー ジング

では濃度 の変化 を示 すに至 らない。

今回の しみ試験布作成 において輪 ど りは生 じなかった

が,乾 燥 開始1時 間位 からムラが生 じた場合 もあった

(写真1)。 しみムラ発生の原因 を確認 していないが,し

ょう油の原料 には大豆,小 麦等 が使用 されているので し

ょう油の振 とう,乾 燥 の条件 によってはムラが析出す る

場合 もあると考 えられる。 しみ抜 き試験 には しみが視覚

でムラづ きしていないもの,し みの反射率が49.5±2%

以内の ものを用 いた。

第2図 しょう油の しみのエー ジング期間 と反射率の関係

一100一



写真1し ょう油の しみの付着状態

A;正 常 な もの

3.2乾 燥過程 の しみの しみ抜 き効果

しみ付着後24時 間以内すなわち乾燥過程 における4種

の除去方法 で処理 した場 合の しみの残留率を第3図 に示

す。 しみの残留率は,水 中静置 〉水中振 とう〉洗剤液中

静置 〉洗剤液中振 とうの順 であるこ とは勿論だが,エ ー

ジ ング時間による残留率 の傾向 も4種 の処理方法 の間で

全 く相似である。この しみの場合洗剤処理 では振 とうで

も静置でも しみの残留率 は約2%以 下である。すなわち

乾燥過程 の しょう油の しみは洗剤 によって機械的処理 を

行 わなくても肉眼 で判定 出来 なくなる程度 まで除去出来

ることを示 している。

しかし水 と実験に用いた程度 の機械 力のみで除去す る

ことは困難 であった。

3.3乾 燥 した しみのエージング期間 としみ抜 き効果

しょう油の しみ付着後工一 ジング期 間1日 ～56日 の4

種の処理方法によるしみ残留率 の関係 を第4図 に示す。

この場合 も しみの残留率 の序列 とその傾向 は乾燥過程 の

しみの場合 とほとん ど同様 である。

しみ付着後1日 の経過でこの実験 における水処理の方

法 では しみの除去が期待出来 ないことは3.2で 示 した

が,洗 剤液中で静置 した場合 は3日 以上,洗 剤液中で振

B;ム ラ の発 生 した もの

とうを行 っても8日 以上工一ジングされた しみ はこの程

度の機械力で除去す ることは困難であ る(写真2)。 エー

ジングにより綿布 としょう油 の間 に単 なる乾燥のみでは

な く化学反応 が進行 するであろ うか ら除去 が困難 になる

のは当然である。

写真2エ ー ジング7日 目の しみの除去状態
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4.結 語

今 回の実験 条件 におけるしょう油の しみの固着には少

な くとも3時 間 を要 し,そ の後 工一 ジングの進行 ととも

に繊維 としみの付着結合の様式 が漸次変 化す るであろ う

と考 えられる。 それ にもかか わらず,4種 の方法 による

しみ抜 き効果 はエー ジング過程 でも同様 の傾 向を示 した。

綿布の場合 しょう油 の しみの付着状態 を観察す ると織布

の表面に一様 に進展 す るので はなく,糸 を構成 している

繊維の間隙 を毛管現象 により進展 する(写真3)。 また糸

写真3綿 布の しょう油の しみの浸透状態

写真4し ょう油の しみから結晶 が析 出 した綿繊維

に除去 され るであろうが,視 覚的除去効果 の増 大にはつ

なが らないかもしれ ない。 いずれ にしても しみ抜 きを効

果的 に行 うためには しみの付着性状,除 去の機構 が今後

さらに明確 にされなければならない。

今回の実験 によ りエー ジング1週 間 の しょう油 の しみ

付 着布 を用い るこ とにより,水 あ るいは洗剤のみの使用

で安全,安 価 で小学生 にも興味 ある教材 が実用に供 され

るであろ う。
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